
 

事  務  連  絡  

令和８年７月 17 日 

 

 

地 方 厚 生 （ 支 ） 局 医 療 課 

都道府県民生主管部（局） 

国民健康保険主管課（部）      御中 

都道府県後期高齢者医療主管部（局） 

後期高齢者医療主管課（部） 

 

 

厚生労働省保険局医療課 

 

 

疑義解釈資料の送付について（その 10） 

 

 

診療報酬の算定方法の一部を改正する件（令和８年厚生労働省告示第 69 号）等につい

ては、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（令和８年３月

５日保医発 0305 第６号）等により、令和８年６月１日より実施することとしているとこ

ろですが、今般、その取扱いに係る疑義解釈資料を別添１から別添５までのとおり取りま

とめましたので、本事務連絡を確認の上、適切に運用いただくようお願いします。 

また、「疑義解釈資料の送付について（その７）」（令和８年５月 29日事務連絡）別添３

の問７は、廃止します。 



（別添２） 

歯－1 

歯科診療報酬点数表関係 

 

【チタンブリッジ】 

問１ チタンブリッジについて、④５⑥⑥、⑤６⑥⑦又は⑥６⑦等の分割抜歯

や分離切断を行った歯を支台歯とする場合も、当該ブリッジは算定できる

のか。 

（答）分割抜歯又は分離切断した歯を支台歯としたチタンブリッジをやむを得

ず製作する場合は、残った歯冠や歯根の状態から、歯科医学的に適切な場合

に限り、算定して差し支えない。 

   この場合、チタンブリッジは１装置として取り扱うが、支台歯については、

分割抜歯を行った場合には、「Ｍ０１７」ポンティックの留意事項通知（７）

のハ及びニと同様の取り扱いとし、分離切断を行った場合には大臼歯１歯

分として算定する。 

   なお、分割抜歯や分離切断した歯に対するレジン前装加算は、ポンティッ

クのみ算定する。 

 

【歯科用合着・接着材料Ⅰ】 

問２ 令和８年度診療報酬改定において、歯科用合着・接着材料の機能区分の

見直しが行われたが、歯科用合着・接着材料Ⅰには、グラスアイオノマー

セメントの組成（フルオロアルミノシリケートガラスとポリアクリル酸

等）を主として、レジン成分が添加されているセメントは含まれるのか。 

（答）含まれない。なお、当該機能区分の定義における「接着性モノマー」とは、

歯質に対する接着性を有する、カルボン酸系モノマー（４-META等）やリン

酸エステル系モノマー（MDP等）を指す。 

 

【静脈内鎮静法、歯科吸入麻酔又は歯科静脈麻酔】 

問３ 第８部、第９部、第 10部及び第 12部の通則において、６歳未満の乳幼

児又は著しく歯科診療が困難な者に対しての処置等を行った場合は、全身

麻酔下で行った場合を除き、所定点数に加算する取り扱いとされている

が、ここでいう、全身麻酔とは、「Ｋ００３」静脈内鎮静法又は「Ｋ００

５」及び「Ｋ００６」歯科吸入麻酔又は歯科静脈麻酔は含まれるのか。 

（答）含まれない。 

 

 



 

（別添５） 

掲－1 

掲示事項関係 

 

【掲示事項】 

問１ 保険医療機関、保険薬局及び訪問看護ステーションにおいて、健康保険法

に基づく「保険医療機関及び保険医療養担当規則」（昭和 32 年厚生省令第

15 号）等の各規則、告示及び通知により、保険医療機関等内に掲示するこ

とと定められている事項について、電子的表示（デジタルサイネージ等）に

よる掲示を行ってよいか。 

（答）差し支えない。ただし、電子的表示による掲示にあたっては、利用者が容

易に視認し、その内容を適切に確認することができるようにすることとし、

表示内容を一定時間ごとに切り替えて表示する方法を用いる場合であって

も、数分以内に一巡して表示される等、利用者が当該内容を全て確認できる

状態を確保すること。 

   また、利用者から求めがあった場合に速やかに閲覧に供することができ

るよう、掲示内容を記載した紙媒体を保険医療機関等内に備え付け、当該掲

示内容を紙媒体で閲覧できる旨を表示すること。 

なお、「医療法」等、健康保険法以外の法令に基づき掲示が求められてい

る事項については、それぞれの法令の規定に従うこと。 


